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＜連絡事項＞
・特記事項なし。
＜週間予定＞
11月8日（月）伊藤　雄一様　13：00退院予定。
　　　　　　　　　　　　　　
11月10日（水）定期リネン交換（シーツ・枕カバー・毛布カバー）。
インフルエンザ予防接種～10名予定。

成田　早紀様～10時～14時外出。
11月11日（木）インフルエンザ予防接種～6名予定。
＜患者様連絡事項＞
・伊藤　雄一様～GH「まちなか」入居の為、退院しています。退院後は済生会病院へ通院となります。初診日：11/19（金）11時～

・澤田　裕也様～小屋敷ＳＷより、計画相談：関野氏から電話があり、父様が自宅アパート生活必要品を取りに行ったが、乱雑過ぎて物を探すことができなかった為、売店で購入して揃えて欲しいと希望していたと情報提供があります。日用品等不足しているものを売店で購入していきましょう。
・小田　タネ様～甥様来院され、本人から希望のあった物を届けていますが、希望と違うものもあった為、来週届けるとの事です。また、施設入所に関して確認、
　　　　　　　　本人が希望しているなら反対はないが、一人では決められないとのこと。

　　　　　　　　

＜要注目患者様＞
・出河　攻様～奇異行動や気分変動みられず、歩行時の状態も安定していますが、終日車椅子自操して移動しています。
・小笠原　文人様～前屈・右への傾き強く歩行困難な状態がみられ、車椅子で誘導し移動しています。呂律不良・動作緩慢も著明、行動の見守りと介助要しています。転倒に注意していきましょう。また、右前腕部に発赤・水疱見られています、症状増悪時は診察を促していきましょう。
・成田　早紀様～自身で管理している毛糸が無くなった、服を切られたと訴え、院内カメラの映像で服を切ったと思われる時間に誰がハサミを借りたか確認させて欲しい等の訴えが続いている。説明するも理解不良、人を変え同じ事を執拗に訴えており、精神状態の変化がみられています。
＜転入患者様情報＞
・平野　稔様　60歳　男性　任意入院　受持ち：苅田・横町
・主治医：田名部先生

・主病名：躁うつ病、統合失調症

・精神症状；刺激性亢進、興奮、気分高揚などの躁状態

・方向性：施設か独居（GH入所及び就労支援事業所利用を希望）
・キーパーソン：平野　良一様（兄）
・継続指示：不眠時・便秘時あり
・皮膚科診察あり

・ADL：自立

・買い物：10000円/月

・洗濯：自己洗濯・洗剤あり

・間食制限：なし　自己管理
・電気シェーバー、T字カミソリ預かり
＜入院の経過＞
当院5回の入院歴あり。H30年10月4日退院後は、GH宝の杜に入所し訪問看護継続し
就労しながら外来通院していた。
　今回は「入院数日前より気分高揚し、10/8青南病院を受診。施設へ帰宅後「社長出てこ
い！」と怒鳴って落ち着かず、多弁で落ち着かない様子であり、夕食後薬を内服して頂
く（田名部Dr指示にて）。ご本人、宝の森（就労支援B型）の社長、専務、森様、五福
の5名で面談すると、話の内容は転々としているが、就労事業所についての不満を興奮
気味に話している。そこで、施設側は、「このような状態では他利用者への影響があるた
め置いてはおけない」「本人が望まないのであれば自宅へ戻って頂く」と話される。面談
中、徐々に落ち着き、薬の調整で落ち着いてくる可能性があることを施設側に伝えるが
受入れは難しく、社長より兄様へ連絡し自宅へ帰宅している。状態的には躁状態もなく
静かあるが、兄宅にもいつまでもいられないことがあって、次の住まいを検討する目的
で、入院を勧める。強い拒否はないが、同意できず、兄様の同意を得て11：50東病棟A
ユニットへ医療保護入院となっている。

　入院後は対面時は穏やかで明るい表情で話される。苛々感や易怒性はなし。夜間は良眠
できている。

・入院前にコロナワクチン2回接種済

・10/30家の片づけに外泊しています。（ラジオ、煙草、ライター、剃刀持ち込みあり）

・インフルエンザ予防接種11/2摂取済
